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図書紹介 『デザイン理論』34/1995

雑誌"TOPOS"と ラ ン ドス ケー プ デザ イ ン

足立 裕司/神 戸大学

モダニズムが論理の自律性を求めて様式建

築を否定 した とき,同 時にその周縁にあった

庭園の伝統 にも終止符が打たれた。幾何学式

庭園や自然式庭園は過去のもの とな り,ミ ー

スのイリノイ工科大学やベル リン国立美術館

のように建物の周辺は広々とした均質な広場

として建物の自律性を強調することになった。

ル ・コル ビュジエの手にかかれば庭園は地上

から屋上へ と引っ越 しさせ られ,ピ ロティで

持ち上げられた地面は開放 されることになる。

都市にも延々 と続 く草原のような空間が出現

することになるのである。代わって屋上に移

動 した庭園には閉ざされた利用者のために意

外にも伝統的な香 りのする空間が用意された。

しかし,そ うした理想都市 とは異なり,実

際に現れた20世 紀の都市空間は建物 と建物の

間に挟 まれた負の空間 ともいうべき空白を生

み出してきた。それでも人さえ集 まるなら,

ベンチと木陰さえ用意すれば何 とか様 にはな

っても,人 がいな くなるといかにも寂しいも

のであった。

高層建築の集合する都市を世界に先駆 けて

造 りだしたアメリカという土地に,こ れも世

界に先駆けて近代的なランドスケープ ・デザ

インが根付いたの も不思議ではないのかもし

れない。セ ントラルパークを構想 したオルム

ステッドの ようなうな人が生まれてくる素地

がもともとあった ともいえる。ヨーロッパの

ような歴史的建築物や庭園 による潤いがない

土地に,せ めて広大なオープン ・スペースを

確保するという発想や建物の専有 した残 りの

敷地や建物間の空間を大事にしようというよ

り切実な発想が生 まれて くるのも自然の成 り

行 きであろう。

それに比べ日本では,都 市の建物の間を大

事だ と考える発想に欠けていたように思われ

る。建物自体 は世界に紹介 されるような素晴

らしい ものであって も,そ の回 りはいかにも

貧相 なものが少 なくなかった。それは,周 り

を充実させ ようという発想がなかっただけで

な く,む しろ邪魔者扱いにしてきた嫌いもあ

るのではないだろうか。また,た とえあった

として も,箱 庭型 に閉ざされた伝統的な庭園

を造 りだしてきた。

その意味ではヨーロッパにしても日本にし

て も長い庭園の歴史 をもちながら,近 代都市

に必要なラン ドスケープ ・デザインには極め

て疎い土地柄であった ともいえるだろう。 し

か し,モ ダニズムの限界や欠点が指摘される

なか,ラ ンドスケープ ・デザインに期待が集

まり,興 味が集中す ることになる。70年 代 こ

ろか らエクボや リンチの著作が盛んに読 まれ,

ローレンス ・ハルプリンやピーター ・ウォー

カーなどのデザインが流行することになった

ことは記憶 に新 しい。ランドスケープ ・デザ

イン界のルイス ・カーンともいうべきダン ・

カイ リーも安直に模倣されることになる。

しか し,日 本でのラン ドスケープ ・デザイ

ンの質や思想に問題はあっても,従 来残余の

空間 として扱われてきた ところに関心が集ま

ることは歓迎 されるべきことだろう。最近で

はランドスケープ ・デザインの立場から敷地

の関係性が決定 され,建 築家がそれに従 うと

いう例 もみ られ るようである。起死回生 とは

いかないまで も,建 築家 とランドスケープ ・

デザイナー との協力 は都市空間の今後を考 え
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る上で必須のものとなるだろう。

ここで取 り上げる"TOPOS"と いう雑誌

はこれまでのアメリカ発の ものとは違って,

ミュンヘンで発行 されてお り,ヨ ーロッパの

ランドスケープ ・デザインの潮流を伝えるも

のとして注目される。 これまでもパ リのグラ

ン ・プロジェやイタリアのアル ド・ロッシの

ような個性的なデザインはみられたが,そ う

した動向を窺うことができる雑誌 として興味

深い。創刊号は1993年 に発行され年数回の不

定期の出版である。内容はドイツ語 と英語の

対比で構成 され,写 真や図版,装 丁 も優れて

いる。毎回特集が組 まれ,そ の内容 は次のと

おりである。

1号(1992年9月)ヨmッ パのラン ドス

ケープ ・デザイン

2号(1993年1月)モ ダニズムの影響

3号(1993年5月)形 成 されるラン ドスケ

ープ

4号(1993年8月)空 想 のラン ドスケー

プ ・デザイン

5号(1993年12月)都 市のオープン ・スペ

ース

6号(1994年3月)文 化 としてのラン ドス

ケープ ・デザイン

7号(1994年7月)仕 事 と住まいのための

オープン ・スペース

テーマの設定 は着実でしかも現在の問題の核

心を衝いたもの となっている。執筆者 は主 と

して ヨーロッパのランドスケープ ・アーキテ

ク トや建築家などであるが,従 来のランドス

ケープ関係の雑誌 と異なるのは,一 気に環境

問題や社会問題へと関係付けるのではなく,

特に建築デザインや思潮 との関連を重視 して

いることである。先に,ヨ ーロッパはランド

スケこプ ・デザインに疎いと言ったが,む し

ろ自然指向型や歴史的環境を重視 した外部環

境の形成 には昔から積極的であった。そうし

た傾 向を紹介するのが従来の雑誌であるとす

ると,こ の雑誌はその狭間にあるデザインの

質にも関心を向けなが ら編集されていること

が評価 される。

もう一つのこの雑誌の魅力は,ヨ ーロッパ

のランドスケープ ・デザインが職能や職域 と

して完全にまとまっいていないことか ら,逆

に投稿者の多様な人材構成を可能 としている

ことである。 ドイツや北欧のように比較的職

能が安定 しているところや,イ タリアやフラ

ンスのように建築家や彫刻家等が担 っている

ところが,デ ザインという共通の視点か ら取

り上げられ,編 集されているところが面白い。

問題 を絞 りこみ,テ ーマを設定 してい く編集

者の力量に負 うところも大きいのであろうが,

われわれ建築を専門とする者に とって も示唆

に富む雑誌である。

これ までのテーマのなかでも,2号 の 「モ

ダニズムの影響」は興味深い。ル ・コルビュ

ジエの理念やバウハウスの空間理論など,未

だにランドスケープ ・デザインに大 きな影響

力をもつモダニズムの意味が検証されている。

近代建築を単に作品として見るのではな く,

その広が りをも含めた環境形成 としてもう一

度問い直 してみることは,モ ダニズムそのも

のを再考 する上でも重要な作業 であろう。

U.ボ ブロ ツキの 「モダニズムの迷走的展

開」はそうした事情を追跡 している。

また,デ ザインその ものとしてみるなら,

この2号 に取 り上げられた事例 に限 らず,モ

ダニズムはヨーロッパのランドスケープ ・デ

ザインにおいては未だに健在であるように思

われる。それは,ラ ンドスケープ ・デザイン

の助 けを必要 とする近代都市においては土着

性や地域性 といったことがそれほど重視され

ない ことが考 えられる。また,ポ ス トモダン

ともいうべきデザインに比べると,共 通の基

盤 として受け入れ られる余地が大きく,そ の

155



意味では広 く市民の眼に触れ,利 用されるこ

との多いランドスケープ ・デザインには向い

ていることも指摘できるだろう。外部空間の

欠如 ともいうべ きモダニズムの形成期 に対し

て,そ のデザイン言語 は利用しながらモダニ

ズムに欠如 していた空白を補完 しているかに

みえる。

この他,写 真や絵画 に現れたラン ドスケー

プをテーマ とした4号 など図版だけでも資料

性の高い雑誌である。是非,一 度 ご講読をお

勧めしたい。なお,こ の拙文 を遅れながらも

書き終えたところ,丁 度 『日経アーキテクチ

ュア』(9月18日)の ランドスケープ ・デザ

イン特集が届いた。 そのなか にこの 『トポ

ス』の編集者 ・ロベル ト・シェーファーのイ

ンタビュー記事が丁度掲載されていたので紹

介 してお く。1号 の特集にあるヨーロッパの

近年のラン ドスケープ ・デザインも掲載 され

ているので併せて参考にして頂 きたい。
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